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廂
記
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改
編
に
つ
い
て

廣
瀬　

玲
子

　

元
雑
劇
『
西
廂
記
』
の
現
存
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
明
代
の
弘
治
本
（
一
四
九
八
年
刊
）
で
あ
る
。
そ
の
後
万
暦
以
降
に

多
数
の
版
本
が
現
れ
、
明
代
だ
け
で
も
四
十
種
を
超
え
た
。
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
そ
の
『
西
廂
記
』
諸
本
の
う
ち
、『
詞
壇

清
玩
（
槃

碩
人
増
改
定
本
）』
と
題
し
て
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
改
編
本
（
以
下
、
槃

碩
人
本
と
称
す
）
で
あ
る
。

　

槃

碩
人
は
既
存
の
北
西
廂
諸
本
や
南
西
廂
二
種
を
踏
ま
え
て
テ
キ
ス
ト
を
「
増
改）

1
（

」
し
、
眉
欄
に
本
文
へ
の
批
語
や
諸
本
に
対
す
る

校
語
を
記
し
て
い
る
。
校
語
は
諸
本
の
系
統
を
考
え
る
材
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
、
田
仲
一
成
は
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
脚
本
分
化

の
研
究
を
行
っ
た）

2
（

。
以
下
、
こ
の
明
末
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
槃

碩
人
本
に
よ
る
改
編
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
よ
う
な
特
徴

が
も
た
ら
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

問
題
の
所
在

　

槃

碩
人
本
は
『
西
廂
記
』
諸
本
の
な
か
で
は
流
伝
の
少
な
い
版
本
で
あ
る
が
、
一
九
六
三
年
に
北
京
図
書
館
蔵
本
の
影
印
本
が
中
華
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書
局
か
ら
出
版
さ
れ
、
最
近
で
は
『
国
家
図
書
館
蔵
西
廂
記
善
本
叢
刊
』（
全
二
十
冊
、
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
の
第
九
冊

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
序
文
な
ど
に
欠
損
が
あ
る
が
、
東
京
大
学
文
学
部
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
に
宮
原
民
平
旧
蔵
本
の
鈔
本
が

残
さ
れ
て
い
て
（
原
本
は
所
在
不
明
）
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
華
書
局
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
王
季
思
が
「
跋
」
を
付
し
て
そ
の
改
編
の
功
罪
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る）

3
（

。
王

は
槃

碩
人
を
万
暦
中
後
期
か
ら
天
啓
年
間
に
か
け
て
の
人
と
推
測
し）

4
（

、
そ
の
改
編
は
当
時
の
演
出
状
況
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。

　
　

 　

元
人
雑
劇
還
有
許
多
地
方
没
有
擺
脱
諸
宮
調
説
唱
的
遺
跡
、
特
別
是
従
董
解
元
《
西
廂
記
諸
宮
調
》
発
展
来
的
《
西
廂
記
》。
如

在
老
夫
人
頼
婚
時
、
作
為
劇
中
主
角
、
鶯
鶯
必
須
尽
情
向
観
衆
傾
訴
她
内
心
的
憤
懣
。
至
於
這
時
還
留
在
舞
台
上
的
次
要
角
色
老
夫

人
、
她
可
以
当
她
並
不
存
在
的
。
長
亭
送
別
也
是
如
此
呢
。
不
然
、
我
們
将
怎
様
理
解
一
個
相
国
小
姐
会
在
她
母
親
和
一
個
老
和
尚

的
面
前
唱
出
那
「
腿
児
相
挨
、
臉
児
相
偎
」
的
曲
子
呢
？　

到
了
明
中
葉
以
後
、
跟
着
崑
腔
的
流
行
和
伝
奇
戯
的
発
展
、
戯
曲
表
演

比
之
元
人
雑
劇
時
期
大
大
前
進
了
一
歩
、
王
実
甫
的
《
西
廂
記
》
愈
来
愈
不
能
適
応
当
時
舞
台
演
出
的
要
求
、
於
是
陸
天
池
李
日
華

等
改
編
本
紛
紛
出
現
。
這
些
改
編
本
的
創
作
成
就
都
不
能
跟
董
解
元
王
実
甫
的
原
著
相
比
、
読
者
依
然
不
能
満
足
。
槃

碩
人
的
改

編
本
企
図
保
留
王
著
裏
精
華
的
部
分
、
同
時
作
了
些
必
要
的
改
動
、
使
它
適
合
舞
台
的
演
出
。

　

要
約
す
れ
ば
、
王
実
甫
に
よ
る
元
雑
劇
『
西
廂
記
』
は
諸
宮
調
と
い
う
語
り
物
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
相
国
の
令
嬢
で
あ
る
鶯

鶯
が
母
親
や
和
尚
の
前
で
、
心
中
の
憤
懣
や
恋
心
を
露
骨
に
表
す
場
面
が
あ
る
。
明
代
も
中
期
に
な
り
崑
曲
の
隆
盛
に
と
も
な
っ
て
演
出

も
洗
練
さ
れ
て
く
る
と
、
こ
う
し
た
場
面
は
不
適
切
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
南
曲
に
改
編
す
る
と
同
時
に
表
現
を
緩
和
し
た
本
が
現
れ
た
。

し
か
し
王
実
甫
の
作
に
比
べ
る
と
見
劣
り
が
す
る
。
そ
こ
で
槃

碩
人
は
あ
く
ま
で
も
「
原
作
」
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
必
要
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な
改
編
の
み
を
行
い
、
演
出
に
適
し
た
脚
本
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

5
（

。

　

槃

碩
人
も
自
ら
「
刻
西
廂
定
本
凡
例
」
に
お
い
て
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
。

　
　

 　

一
、
元
本
実
甫
創
調
頗
高
、
但
間
有
未
体
貼
処
。
如
鬧
道
場
一
摺
、
合
宅
哀
惨
、
而
張
生
独
于
老
夫
人
前
、
直
以
私
情
之
詞
始
終

唱
之
。
此
果
人
情
乎
。
果
礼
体
乎
。
又
如
餞
別
之
時
、
鶯
生
共
于
夫
人
僧
人
之
前
、
直
唱
出
許
多
綣
恋
私
情
、
其
于
礼
体
安
在
。
今

皆
另
立
機
局
、
巧
為
脱
活
、
而
曲
則
依
其
原
韻
、
善
之
善
矣
。
至
各
摺
中
如
此
類
者
、
皆
如
此
正
之
、
以
成
全
雅
。

　
　

 　

一
、
元
代
の
王
実
甫
の
原
作
本
は
独
創
性
が
高
い
が
、
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
法
要
を
さ
わ
が
す
一
折
で
は
、

一
家
が
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
の
に
、
張
生
だ
け
が
老
夫
人
の
前
で
恋
心
を
隠
す
こ
と
も
な
く
唱
い
つ
づ
け
る
。
こ
れ
は
果
た
し
て

人
情
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
礼
の
あ
り
方
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
送
別
の
と
き
に
、
鶯
鶯
と
張
生
が
一
緒

に
夫
人
や
僧
侶
の
前
に
い
る
の
に
、
つ
の
る
恋
心
を
隠
す
こ
と
も
な
く
綿
々
と
唱
う
と
い
う
の
も
、
礼
の
あ
り
方
に
照
ら
せ
ば
問
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ど
ち
ら
も
別
の
構
成
を
考
え
て
う
ま
く
作
り
か
え
つ
つ
、
曲
で
は
も
と
の
韻
を
用
い
る
の
が
最
善
で
あ
ろ
う
。

各
折
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
場
合
は
皆
こ
の
よ
う
に
正
し
、
完
全
な
る
雅
を
達
成
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
こ
で
「
人
情
」
や
「
礼
体
」
に
も
と
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
法
要
の
場
面
で
あ
る
「
鬧
道
場
」
と
張
生
が
科
挙
受
験

の
た
め
に
旅
立
つ
と
き
の
「
餞
別
」
で
あ
り
、
後
者
は
王
季
思
が
「
長
亭
送
別
」
と
し
て
言
及
す
る
の
と
同
じ
場
面
を
指
す
。
明
末
文
人

で
あ
る
槃

碩
人
か
ら
見
る
と
、
鶯
鶯
と
張
生
が
夫
人
や
和
尚
の
前
で
つ
の
る
恋
情
を
う
た
い
あ
げ
る
「
原
作
」
の
表
現
は
礼
に
か
な
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
王
季
思
も
述
べ
る
よ
う
に
、
元
雑
劇
で
は
主
役
が
歌
唱
す
る
と
き
に
は
、
舞
台
上
に
い
る
他
の
人
物
は
い
な
い
も
の
と
見
な
す
、

あ
る
い
は
他
の
人
物
に
は
聞
こ
え
な
い
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
演
劇
の
約
束
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
演
劇
と
し
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て
の
表
現
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
槃

碩
人
が
こ
の
よ
う
な
過
剰
な
リ

ア
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
点
を
正
し
く
指
摘
し
た
王
季
思
も
、
そ
れ
を
諸
宮
調
と
い
う
語
り
物
の
痕
跡
と
見
な
し
て
い
る
。
先
の
引
用
は
、
諸
宮
調

か
ら
元
曲
へ
、
元
曲
か
ら
明
曲
へ
と
い
う
「
前
進
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
約
束
事
が
演
劇
と
し
て
の
本
質
に
か
か
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
語
り
物
の
残
滓
で
あ
り
脱
却
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
演
劇
の
原
初
形
態
が
語
り
物

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
舞
台
上
に
他
の
人
物
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
で
あ
れ
ば
口
に
出
せ
な
い
思
い
を
発
話
で
き
る
と
い

う
の
は
む
し
ろ
演
劇
な
ら
で
は
の
表
現
で
は
な
い
の
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
場
面
を
取
り
あ
げ
、
改
編
の
具
体
例
と
そ
の
理
由
を
述
べ
た
眉
批
を
考
察
し
て

ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。二　

改
編
の
具
体
例
と
そ
の
意
図

　

同
時
期
（
明
末
）
の
『
西
廂
記
』
諸
本
と
比
べ
た
場
合
、
槃

碩
人
本
の
特
徴
は
、
字
句
だ
け
で
な
く
構
成
も
改
変
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
李
日
華
や
陸
采
に
よ
っ
て
南
曲
に
改
編
さ
れ
た
『
西
廂
記
』、
い
わ
ゆ
る
南
西
廂
の
曲
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南

西
廂
は
李
日
華
の
作
も
陸
采
の
作
も
嘉
靖
年
間
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
槃

碩
人
本
は
、
南
西
廂
に
飽
き
た
ら
な
い
な
が

ら
も
南
西
廂
を
利
用
し
た
改
編
本
な
の
で
あ
る
。「
凡
例
」
で
言
及
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
場
面
に
も
、
南
西
廂
を
踏
ま
え
た
改
変
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
南
戯
形
式
へ
の
改
変
が
顕
著
な
冒
頭
部
分
を
、
続
い
て
「
凡
例
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
場
面
を
検
討
し
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て
み
た
い
。

１　

冒
頭
の
場
面
（
首
開
場
・
張
生
登
程
・
崔
氏
旅
嘆
）

　

ま
ず
冒
頭
部
分
（
目
次
に
よ
れ
ば
「
首
開
場
」）
か
ら
見
て
み
よ
う）

6
（

。

　
　

○
西
廂
総
題

　
　

 　
【
西
江
月
】
放
意
談
天
論
地
、
怡
情
博
古
通
今
、
残
編
披
覧
謾
沈
吟
、
試
与
伝
奇
観
聴
。
編
成
一
腔
風
月
、
染
就
万
古
煙
雲
、
莫

嫌
夜
怨
与
春
情
、
猶
可
衛
風
比
並
。

　
　
　
　

 

且
問
後
堂
子
弟
、
今
日
敷
演
那
本
伝
奇
。〔
内
応
科
〕
崔
張
旅
寓
西
廂
故
事
。〔
末
〕
原
来
這
本
伝
奇
、
乃
是
古
今
希
有
、
待
小

子
略
道
幾
句
、
家
門
便
見
大
意
。

　
　

 　
【
沁
園
春
】
西
洛
張
生
、
博
陵
崔
氏
、
一
双
白
璧
両
南
金
。
寄
居
蕭
寺
、
無
計
達
佳
音
。
忽
遇
孫
彪
作
耗
、
君
瑞
請
兵
退
賊
、
当

許
下
成
親
。
豈
料
功
成
後
、
老
母
背
前
盟
、
託
紅
娘
、
伝
密
意
、
遂
初
心
、
喜
登
黄
甲
、
鄭
恒
何
故
更
相
尋
、
終
藉
故
人
大
力
、
重

諧
伉
儷
、
伝
説
到
如
今
。

　
　
　

張
君
瑞
巧
做
東
牀
壻　

法
本
師
住
持
南
禅
地

　
　
　

老
夫
人
開
宴
北
堂
春　

崔
小
姐
待
月
西
廂
記

こ
の
前
置
き
の
一
段
は
、「
西
江
月
」
の
曲
を
演
劇
へ
の
導
入
と
し
、
そ
れ
に
続
い
て
楽
屋
裏
と
本
日
の
演
目
を
応
答
す
る
せ
り
ふ
を
は

さ
ん
で
、「
沁
園
春
」
で
は
劇
の
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
と
い
う
南
戯
の
定
型
に
従
っ
て
い
る
。
北
西
廂
の
諸
本
の
な
か
で
同
じ
よ
う
な
冒
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頭
部
分
が
あ
る
の
は
余
瀘
東
本
だ
け
で
あ
る
。
槃

碩
人
本
の
「
西
江
月
」
の
眉
批
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

此
段
如
董
解
元
本
無
頭
緒
、
如
陸
天
池
本
太
煩
、
不
便
登
台
、
如
李
日
華
本
似
俚
。
今
姑
従
閩
中
旧
本
、
略
改
数
字
、
似
俗
而
亦
雅
。

こ
の
一
段
は
董
解
元
本
の
よ
う
だ
と
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
し
、
陸
天
池
本
の
よ
う
だ
と
く
だ
く
だ
し
す
ぎ
て
上
演
に
不
向
き
で
あ

り
、
李
日
華
本
の
よ
う
だ
と
垢
ぬ
け
な
い
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
閩
中
の
旧
本
に
基
づ
き
、
い
く
つ
か
の
文
字
を
少
し
変
え
る
の
が
、

俗
で
あ
り
つ
つ
雅
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
「
閩
中
の
旧
本
」
に
該
当
す
る
の
が
余
瀘
東
本
で
あ
る）

7
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。「
略
改
数
字
」
に
あ
た
る
の
は
「
編
成
一
腔
風
月
、
染
就
万
古
煙
雲
」（
余

瀘
東
本
で
は
「
編
成
孝
義
廉
節
、
表
出
武
烈
忠
貞
」）
と
「
夜
怨
」（
同
じ
く
「
閨
怨
」）
で
あ
る
。
せ
り
ふ
も
や
や
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

余
瀘
東
本
は
せ
り
ふ
が
き
わ
め
て
多
く
、
な
か
に
は
卑
俗
な
も
の
も
あ
る
。
槃

碩
人
は
し
き
り
に
雅
を
求
め
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、

一
概
に
余
瀘
東
本
を
退
け
る
こ
と
は
な
い
し
、
他
の
諸
本
に
比
べ
れ
ば
せ
り
ふ
を
増
補
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。

　
「
沁
園
春
」
の
曲
は
李
日
華
本
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
が
眉
批
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

此
段
全
用
李
日
華
本
。
蓋
以
董
陸
二
本
、
多
渉
煩
冗
、
而
閩
本
旧
所
伝
語
、
皆
是
罵
倒
一
台
之
人
。
焉
有
演
此
伝
奇
、
而
先
説
壊
者

乎
。
故
従
李
本
、
更
為
明
爽
。

こ
の
一
段
は
す
べ
て
李
日
華
本
を
用
い
る
。
と
い
う
の
も
、
董
・
陸
の
二
本
は
冗
漫
な
表
現
が
多
く
、
一
方
で
閩
本
が
古
く
か
ら
伝

え
て
い
る
語
句
は
ど
れ
も
登
場
人
物
を
罵
倒
し
て
い
る
。
あ
る
芝
居
を
演
じ
よ
う
と
い
う
の
に
先
に
悪
口
を
言
う
な
ど
と
い
う
こ
と

が
あ
り
え
よ
う
か
。
そ
う
い
う
わ
け
で
李
本
に
基
づ
く
ほ
う
が
す
っ
き
り
す
る
。

　
「
全
用
李
日
華
本
」
と
は
言
っ
て
も
、
一
箇
所
異
同
が
あ
る
。
最
後
か
ら
三
句
目
の
「
終
藉
故
人
大
力
」
は
、
李
日
華
本
で
は
「
終
藉

蒲
東
太
守
」
に
作
る
。
河
中
府
府
尹
に
任
命
さ
れ
た
張
生
と
鶯
鶯
と
の
団
円
が
か
な
っ
た
の
で
、
そ
の
物
語
が
今
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
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た
と
い
う
意
味
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
槃

碩
人
本
の
よ
う
に
故
人
（
古
な
じ
み
）
の
杜
確
将
軍
の
力
を
借
り
て
団
円
が
か
な
っ

た
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
、
無
理
が
な
い
。

　

さ
ら
に
引
用
文
の
最
後
の
詩
の
眉
批
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

此
四
語
乃
従
徐
文
長
碧
筠
斎
本
中
所
著
。
如
他
本
語
、
皆
俚
俗
不
堪
誦
。

こ
の
四
句
は
徐
文
長
碧
筠
斎
本
に
見
ら
れ
る
も
の
に
従
う
。
ほ
か
の
本
の
詩
句
は
ど
れ
も
俚
俗
で
声
に
出
し
て
読
む
に
た
え
な
い
。

詩
を
再
び
引
用
す
る
と
、「
張
君
瑞
巧
做
東
牀
壻
、
法
本
師
住
持
南
禅
地
。
老
夫
人
開
宴
北
堂
春
、
崔
小
姐
待
月
西
廂
記
」
で
あ
り
、
現

在
見
ら
れ
る
徐
文
長
本
の
楔
子
の
詩
が
第
四
句
の
「
崔
小
姐
」
を
「
崔
鶯
鶯
」
に
作
る
以
外
は
一
致
す
る
。

　

以
上
の
批
評
や
校
語
あ
る
い
は
実
際
の
改
変
か
ら
、
槃

碩
人
が
野
暮
っ
た
さ
や
冗
長
さ
を
嫌
い
、
簡
潔
な
表
現
を
好
む
こ
と
、
た
だ

し
「
俗
」
は
必
ず
し
も
否
定
的
な
概
念
で
は
な
く
、「
雅
」
と
両
立
し
う
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

さ
て
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
余
瀘
東
本
以
外
の
北
西
廂
諸
本
の
始
ま
り
に
お
い
て
は
「
西
江
月
」
や
「
沁
園
春
」
の
曲
は
な
く
、
夫

人
と
鶯
鶯
が
登
場
し
て
一
曲
ず
つ
を
唱
い
（
こ
の
部
分
を
楔
子
と
す
る
本
と
し
な
い
本
と
が
あ
る
）、
そ
の
後
で
張
生
が
登
場
す
る
。
し

か
し
槃

碩
人
本
は
前
置
き
二
曲
の
あ
と
も
順
序
を
変
え
て
、
ま
ず
張
生
を
登
場
さ
せ
る
。「
張
生
登
程
」
と
題
す
る
こ
の
第
一
折
（
た

だ
し
折
数
は
目
次
に
の
み
記
さ
れ
、
本
文
中
で
は
「
〇
張
生
登
程
」
な
ど
と
題
す
る
。
ま
た
「
折
」
で
は
な
く
「
摺
」
の
字
を
用
い
る
が

本
稿
で
は
「
折
」
と
す
る
）
は
、
張
生
の
自
己
紹
介
と
「
点
絳
唇
」「
混
江
龍
」「
油
葫
藘
」「
天
下
楽
」
の
四
曲
で
終
わ
る
。
他
本
の
第

一
折
の
前
半
部
分
を
取
り
出
し
た
か
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
校
語
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

嘗
恨
西
廂
一
上
台
、
而
首
唱
賞
花
時
一
段
云
、
夫
主
京
師
禄
命
終
、
子
母
孤
孀
途
路
窮
、
殊
覚
哀
惨
、
令
人
愁
寂
、
而
継
以
鶯
唱
残

春
閒
愁
数
語
、
随
即
子
母
並
下
。
旋
而
生
即
上
焉
、
又
殊
覚
零
砕
不
成
套
。
如
陸
天
池
本
以
生
先
上
而
尽
改
旧
曲
、
人
所
不
習
。
李
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日
華
本
、
亦
以
生
先
上
、
而
割
裂
原
曲
、
詞
気
卑
弱
。
茲
則
白
曲
皆
依
原
、
而
更
以
生
先
上
唱
、
方
為
得
体
。
至
於
生
下
時
略
増
詩

詠
、
覚
雅
暢
矣
。

つ
ね
づ
ね
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
は
、『
西
廂
記
』
は
開
演
す
る
や
最
初
に
「
賞
花
時
」
の
「
夫
は
都
で
寿
命
を
終
え
、
身
寄

り
を
失
っ
た
母
と
子
の
旅
路
も
つ
ら
く
」
と
い
う
語
句
が
あ
っ
て
、
こ
と
の
ほ
か
悲
し
く
、
人
を
わ
び
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
鶯
鶯
は
「
過
ぎ
ゆ
く
春
」
や
「
そ
ぞ
ろ
な
る
愁
い
」
な
ど
を
唱
い
、
親
子
は
連
れ
だ
っ
て
退
場
す
る
。
す
る
と
す

ぐ
さ
ま
張
生
が
登
場
す
る
と
い
う
の
も
、
ば
ら
ば
ら
で
ま
と
ま
り
の
な
い
印
象
が
強
い
。
陸
天
池
本
は
張
生
を
先
に
登
場
さ
せ
る
一

方
で
旧
曲
を
す
べ
て
改
変
し
て
い
て
、
こ
れ
を
演
じ
よ
う
と
す
る
人
は
い
な
い
。
李
日
華
本
も
張
生
を
先
に
登
場
さ
せ
る
が
、
原
作

の
曲
を
こ
ま
ぎ
れ
に
し
て
い
て
詞
の
勢
い
が
貧
弱
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
せ
り
ふ
も
曲
詞
も
皆
も
と
の
ま
ま
に
し
た
う
え
で
先
に
張
生

を
登
場
さ
せ
歌
唱
さ
せ
て
こ
そ
適
切
な
の
で
あ
る
。
張
生
が
退
場
す
る
と
き
に
少
し
詩
詠
を
増
や
す
の
が
、
の
び
の
び
し
て
雅
で
あ

ろ
う
。

劇
が
悲
し
み
に
満
ち
た
未
亡
人
の
心
情
表
現
で
始
ま
る
よ
り
張
生
と
い
う
若
者
の
将
来
へ
の
抱
負
で
始
ま
る
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
こ
の
見
解
は
未
亡
人
が
登
場
す
る
第
二
折
「
崔
氏
旅
嘆）

8
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」
の
眉
批
で
も
繰
り
か
え
さ
れ
る
。

此
段
自
王
実
甫
有
作
以
来
、
為
首
初
一
出
也
、
習
者
皆
仍
之
。
今
以
鄭
之
叙
情
惨
凄
、
不
宜
開
台
見
此
景
状
。
故
以
張
生
之
遊
蓺
中

原
為
首
唱
、
而
次
及
此
段
。
其
曲
白
倶
未
甚
改
、
特
編
前
後
以
成
大
雅
。

こ
の
一
段
は
王
実
甫
の
原
作
以
来
、
最
初
の
場
面
で
あ
り
、
演
じ
る
者
は
み
ん
な
そ
れ
に
従
う
。
し
か
し
今
考
え
て
み
る
と
、
未
亡

人
の
悲
し
み
に
沈
ん
だ
気
持
ち
の
表
現
は
、
開
演
し
て
い
き
な
り
見
る
場
面
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
張
生
の
「
中
原
を
旅

し
て
学
問
を
修
め
」
の
曲
を
最
初
の
う
た
と
し
て
、
そ
の
あ
と
に
こ
の
一
段
を
置
く
。
曲
詞
も
せ
り
ふ
も
あ
ま
り
変
え
ず
に
前
後
を
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入
れ
替
え
る
こ
と
こ
そ
大
雅
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
槃

碩
人
本
は
、
北
西
廂
の
諸
本
と
と
も
に
南
西
廂
を
も
材
料
と
し
な
が
ら
改
変
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
上
演
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
も
繰
り
か
え
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
普
救
寺
で
の
法
要
の
場
面
で
も
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

２　

法
要
の
場
面
（
斎
壇
鬧
会
）

　

槃

碩
人
本
の
第
七
折
「
斎
壇
鬧
会
」
は
、
普
救
寺
で
の
法
要
の
場
に
僧
侶
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
次
い
で
張
生
、
そ
の

あ
と
老
夫
人
・
鶯
鶯
・
紅
娘
が
登
場
す
る
。
歌
唱
者
は
主
と
し
て
張
生
で
あ
る
。

　

折
の
途
中
に
陸
天
池
本
か
ら
四
曲
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
画
眉
序
」
の
曲
で
、
夫
人
・
鶯
鶯
・
張
生
・
法
本
の
順
に
焼
香

を
し
て
一
曲
ず
つ
を
う
た
う
。
曲
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
を
取
り
入
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
眉
批
は
次
の

よ
う
に
い
う
。

諸
本
従
来
無
此
四
段
、
而
只
憑
張
生
独
唱
其
情
、
不
惟
有
老
夫
人
在
前
有
所
不
便
、
即
於
衆
僧
道
場
亦
不
成
体
。
今
採
陸
天
池
本
四

段
語
挿
入
于
此
、
善
矣
。

諸
本
に
は
も
と
も
と
こ
の
四
曲
は
な
く
、
張
生
だ
け
が
そ
の
思
い
を
独
唱
す
る
の
だ
が
、
老
夫
人
を
前
に
し
て
不
都
合
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
僧
侶
た
ち
が
い
る
法
要
の
場
に
お
い
て
も
不
適
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
陸
天
池
本
の
四
曲
を
こ
こ
に
挿
入
す
る
の
が
よ

い
だ
ろ
う
。

槃

碩
人
は
眉
批
で
、
張
生
が
心
中
の
思
い
を
人
前
で
吐
露
す
る
表
現
に
し
き
り
と
言
及
す
る
。
こ
の
四
曲
の
直
前
の
二
曲
に
つ
い
て
も
、
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此
二
段
倶
宜
背
唱
。
不
然
、
老
夫
人
面
前
、
豈
宜
如
此
。

こ
の
二
曲
は
と
も
に
背
を
向
け
て
う
た
う
の
が
よ
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
老
夫
人
の
面
前
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
。

と
述
べ
る
。「
こ
の
二
曲
」
と
は
張
生
が
鶯
鶯
の
容
貌
の
美
し
さ
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
画
眉
序
」
の
う
ち
の
張
生
の
う
た
に
つ
い
て
も
、

私
情
前
段
已
黙
地
禱
告
矣
。
此
則
老
夫
人
在
前
則
拈
香
時
不
便
復
露
私
情
。
陸
本
於
此
段
有
買
転
春
心
便
成
婚
講
語
亦
大
着
、
今
改

之
。

密
か
な
願
い
は
前
の
曲
で
す
で
に
こ
っ
そ
り
祈
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
は
老
夫
人
が
前
に
い
る
の
だ
か
ら
、
焼
香
す
る
と
き
に
ま
た

も
や
恋
心
を
あ
ら
わ
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
陸
本
の
こ
の
曲
に
「
買
転
春
心
」「
便
成
婚
講
」
の
語
句
が
あ
る
の
も
露
骨
な
の
で
、

今
こ
れ
を
改
め
る
。

と
述
べ
て
、
老
夫
人
の
面
前
で
あ
る
こ
と
を
は
ば
か
り
、
基
づ
い
た
陸
本
を
さ
ら
に
改
変
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
も
う
一
つ
礼
に
反
す

る
と
し
て
改
め
て
い
る
の
が
、
こ
こ
で
「
前
段
」（
前
の
曲
）
と
言
わ
れ
て
い
る
「
沈
酔
東
風
」
の
曲
の
前
の
法
本
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。

こ
の
せ
り
ふ
は
、
崔
家
の
人
々
が
登
場
す
る
前
に
法
本
が
張
生
に
「
ど
う
ぞ
先
に
焼
香
し
て
く
だ
さ
れ
」
と
促
す
も
の
で
、
北
西
廂
諸
本

や
李
日
華
本
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
槃

碩
人
本
は
、

諸
本
於
此
処
倶
作
法
本
先
命
生
去
拈
香
、
於
礼
不
通
。
今
改
只
作
生
私
自
去
祈
禱
、
大
有
理
。

諸
本
で
は
み
な
、
こ
こ
で
法
本
が
張
生
に
先
に
焼
香
す
る
よ
う
に
命
じ
る
が
、
礼
に
照
ら
す
と
お
か
し
い
。
今
、
張
生
が
こ
っ
そ
り

祈
る
だ
け
と
い
う
設
定
に
改
め
る
の
は
、
大
い
に
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
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と
述
べ
て
、「
小
生
且
趁
夫
人
未
来
、
向
仏
祖
前
黙
地
禱
告
一
番
」（
奥
方
が
来
な
い
う
ち
に
仏
様
に
こ
っ
そ
り
お
祈
り
を
し
て
お
こ
う
）

と
い
う
張
生
の
せ
り
ふ
も
加
え
て
い
る
。

　

先
の
眉
批
に
も
「
背
唱
」（
背
を
向
け
て
う
た
う
）
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
槃

碩
人
本
は
、
せ
り
ふ
の
ト
書
き
で
用
い
る
「
背
云
」（
背

を
向
け
て
言
う
）、
す
な
わ
ち
他
の
人
物
に
聞
こ
え
な
い
せ
り
ふ
で
あ
る
と
い
う
約
束
事
（
現
実
に
は
も
ち
ろ
ん
聞
こ
え
る
）
を
曲
詞
に

ま
で
拡
張
し
て
い
る）

9
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。
そ
も
そ
も
曲
詞
は
、「
背
唱
」
と
断
る
ま
で
も
な
く
、
現
実
に
は
発
話
さ
れ
な
い
感
情
の
吐
露
で
あ
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
と
い
う
戯
曲
の
約
束
事
が
無
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
本
来
は
不
要
で
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
、
張
生
が
法
本
と
一
緒
に
い
る

場
合
や
、
紅
娘
が
鶯
鶯
と
一
緒
に
い
る
場
合
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る）

10
（

。

　

老
夫
人
の
前
で
発
話
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
た
め
の
改
変
は
、
孫
飛
虎
の
襲
撃
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
お
礼
の
宴
会
で
、
夫
人
が

婚
約
の
約
束
を
破
棄
す
る
第
十
四
折
「
杯
酒
違
盟
」（
歌
唱
者
は
鶯
鶯
）
に
も
見
ら
れ
る
。
夫
人
が
遅
く
登
場
し
て
早
く
退
場
す
る
こ
と
で
、

始
め
と
終
わ
り
の
場
面
で
鶯
鶯
が
心
中
の
思
い
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。た
だ
し
、夫
人
が
変
替
え
し
た
あ
と
の「
得

勝
令
」
曲
に
「
誰
想
這
即
即
世
世
老
婆
婆
、
教
鶯
鶯
做
妹
妹
拝
哥
哥
」（
誰
が
思
っ
た
だ
ろ
う
、
こ
の
劫
を
経
た
バ
バ
ア
が
、
鶯
鶯
に
妹

と
し
て
兄
へ
の
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
る
と
は
）
と
あ
る
の
は
、
ま
だ
夫
人
が
い
る
場
面
で
あ
る
が
、
歌
唱
者
が
鶯
鶯
か
ら
張
生
へ
と
変
わ
っ

た
だ
け
で
「
背
唱
」
と
の
指
示
も
な
く
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
人
の
密
通
を
知
っ
た
夫
人
に
責
め
ら
れ
た
紅
娘
が
逆
に
二
人

の
結
婚
を
認
め
る
よ
う
説
得
す
る
第
二
十
三
折
「
知
情
許
姻
」
で
は
、
歌
唱
者
は
も
ち
ろ
ん
紅
娘
だ
が
、
夫
人
の
面
前
で
あ
る
こ
と
を
は

ば
か
っ
て
い
て
は
こ
の
場
面
自
体
が
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
禿
厮
児
」
曲
の
「
我
則
道
神
鍼
法
灸
、
誰
承
望
燕
侶
鶯
儔
、
他
両

個
経
今
月
餘
、
則
是
一
処
宿
」（
よ
く
効
く
鍼
や
お
灸
の
手
当
て
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
夫
婦
の
契
り
で
あ
っ
た

と
は
。
二
人
は
こ
れ
ま
で
ひ
と
月
あ
ま
り
、
ず
っ
と
枕
を
共
に
す
る
）
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
折
の
最
後
で
は
、
張
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生
が
夫
人
に
呼
ば
れ
、
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
を
条
件
に
結
婚
を
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
夫
人
は
退
場
す
る
。
眉
批
に
も
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
紅
娘
の
張
生
に
対
す
る
「
你
如
今
却
喜
也
」（
張
さ
ま
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
）
と
い
う
せ
り
ふ
や
、
こ
れ
で
恋
の
悩

み
も
終
わ
る
と
唱
う
「
東
原
楽
」
曲
は
夫
人
の
前
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

３　

送
別
の
場
面
（
長
亭
送
別
）

　

次
は
第
二
十
四
折
「
長
亭
送
別
」（
目
次
で
は
「
長
亭
餞
別
」
に
作
る
）
で
あ
る
。
先
に
北
西
廂
諸
本
の
こ
の
場
面
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

夫
人
・
法
本
・
鶯
鶯
・
紅
娘
・
張
生
は
一
緒
に
登
場
し
て
、
鶯
鶯
が
十
一
曲
（
本
に
よ
っ
て
は
十
二
曲
に
数
え
る
）
を
う
た
い
、
そ
の
後

夫
人
と
法
本
が
退
場
し
た
の
ち
に
八
曲
を
う
た
う
。
曲
詞
の
内
容
は
別
れ
の
悲
し
み
や
張
生
へ
の
思
い
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
が
、
李
日
華
『
南

西
廂
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
鶯
鶯
張
生
が
あ
い
た
ず
さ
え
て
登
場
し
、
北
曲
雑
劇
第
四
本
第
三
折
中
の
、
二
人
だ
け
の
恋
の
お
も
い
を
直
叙
す
る
語
句

を
多
く
用
い
た
五
曲
を
う
た
い
、
そ
の
後
で
老
夫
人
紅
娘
、
さ
ら
に
一
足
お
く
れ
て
法
本
が
登
場
し
て
別
れ
の
宴
と
な
り
、
他
の
語

句
を
用
い
た
六
曲
が
う
た
わ
れ
る）

12
（

。

槃

碩
人
本
に
も
同
じ
趣
旨
の
改
変
が
あ
る
が
、「
こ
ち
ら
は
宴
の
後
で
夫
人
と
法
本
を
先
に
帰
ら
せ
、
の
こ
っ
た
鶯
鶯
に
張
生
と
は
な

れ
が
た
い
お
も
い
を
語
ら
せ
る）

13
（

」。
傳
田
章
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
南
戯
の
上
演
台
本
で
あ
る
南
西
廂
の
特
徴
で
あ
っ
た
礼
を
重
ん

じ
る
傾
向
が
北
西
廂
に
ま
で
及
び
、
改
変
を
促
す
に
至
っ
た
例
と
考
え
ら
れ
る）

14
（

。

　

槃

碩
人
本
で
は
、
夫
人
と
法
本
が
先
に
帰
る
だ
け
で
な
く
、
登
場
す
る
場
面
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
夫
人
が
ま
ず
登
場
し
、
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次
に
張
生
（
と
琴
童
）
が
法
本
と
登
場
し
て
三
人
が
一
曲
ず
つ
（
張
生
が
「
臨
江
仙
」、
夫
人
が
「
小
桃
紅
」、
法
本
が
「
下
山
虎
」）
を

う
た
い
、
夫
人
と
法
本
は
張
生
の
杯
に
酒
を
つ
ぐ
。
そ
の
あ
と
で
鶯
鶯
が
紅
娘
と
登
場
す
る
の
だ
が
、
こ
の
二
人
は
そ
の
時
点
で
は
ま
だ

長
亭
に
到
着
し
て
い
な
い
と
い
う
設
定
で
、
長
亭
に
向
か
い
つ
つ
三
曲
を
う
た
う
。
そ
ば
に
い
る
の
は
紅
娘
だ
け
な
の
で
、
悲
し
み
の
あ

ま
り
や
つ
れ
て
し
ま
う
、
化
粧
を
す
る
気
に
も
な
ら
な
い
と
い
っ
た
曲
詞
も
は
ば
か
る
こ
と
な
く
唱
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
礼
を
意

識
し
た
変
更
で
あ
る
。
こ
の
折
の
冒
頭
箇
所
の
眉
批
を
見
て
み
よ
う
。

従
来
諸
本
及
梨
園
演
者
於
此
処
、
倶
不
以
生
先
上
、
便
無
頭
脳
。
且
夫
人
与
法
本
、
並
不
奉
生
之
酒
、
直
待
鶯
至
始
命
紅
送
酒
、
何

無
倫
也
。
故
此
増
臨
江
仙
小
桃
紅
下
山
虎
三
段
、
以
了
夫
人
法
本
贈
送
之
意
、
則
下
面
単
演
鶯
情
、
方
為
得
体
。

従
来
の
諸
本
や
梨
園
の
俳
優
が
み
な
、
こ
の
場
面
で
張
生
を
先
に
登
場
さ
せ
な
い
の
は
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、
夫
人
と

法
本
が
ど
ち
ら
も
張
生
に
酒
を
勧
め
ず
、
鶯
鶯
が
来
る
の
を
待
っ
て
や
っ
と
紅
娘
に
酒
を
つ
ぐ
よ
う
に
命
ず
る
の
は
、
な
ん
と
失
礼

な
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
臨
江
仙
」「
小
桃
江
」「
下
山
虎
」
の
三
曲
を
加
え
て
、
夫
人
と
法
本
の
送
別
の
気
持
ち
を

尽
く
さ
せ
、
あ
と
の
場
面
で
は
鶯
鶯
の
心
情
を
表
現
す
る
の
み
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
夫
人
や
法
本
に
対
す
る
礼
だ
け
で
な
く
、
張
生
に
対
す
る
礼
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宴
会
が
始
ま
っ
て
法
本
や

夫
人
の
前
で
う
た
わ
れ
る
の
は
「
脱
布
衫
」「
小
梁
州
」「
幺
」
の
三
曲
の
み
で
あ
る
（
鶯
鶯
が
う
た
う
の
は
一
曲
の
み
で
、
後
の
二
曲
を

張
生
が
歌
唱
す
る
点
も
諸
本
と
は
異
な
る
）。

　

こ
の
あ
と
法
本
は
夫
人
を
促
し
て
帰
途
に
つ
く
。

〔
法
本
対
夫
人
云
〕
小
姐
与
張
生
既
有
夫
婦
之
義
。
夫
人
此
時
也
不
須
隄
防
、
老
僧
伴
夫
人
且
先
回
。
待
紅
娘
伴
小
姐
再
勧
張
生
幾

杯
酒
、
再
説
幾
句
話
児
。〔
紅
背
云
〕
好
一
個
知
趣
的
和
尚
。〔
夫
人
法
本
辞
生
科
〕（
…
）〔
夫
人
法
本
下
〕
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〔
法
本
、
夫
人
に
対
し
て
い
う
〕
お
嬢
さ
ま
と
張
生
は
す
で
に
夫
婦
に
な
る
定
め
。
奥
方
も
も
う
心
配
は
無
用
じ
ゃ
。
わ
し
が
奥
方

と
一
緒
に
先
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
紅
娘
を
残
し
て
お
嬢
さ
ま
が
も
う
少
し
張
生
に
酒
を
勧
め
て
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
や
り
ま

し
ょ
う
。〔
紅
娘
、
背
を
向
け
て
〕
な
ん
て
話
の
わ
か
る
和
尚
さ
ん
で
し
ょ
う
。〔
夫
人
と
法
本
が
張
生
に
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

し
ぐ
さ
〕（
…
）〔
夫
人
と
法
本
が
退
場
〕

こ
の
場
面
の
批
語
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

此
処
設
為
法
本
叫
夫
人
先
回
。
則
下
面
鶯
生
方
可
以
剖
私
情
叙
別
。
而
従
来
諸
本
倶
直
至
朝
天
子
一
段
、
後
方
夫
人
与
法
本
請
回
。

是
当
夫
人
和
尚
面
前
、
而
叙
出
昨
夜
私
情
、
亦
叙
出
臉
相
偎
手
相
携
、
又
明
言
以
母
子
之
故
、
隔
断
挙
案
斉
眉
之
懽
、
豈
不
失
体
之

甚
。
故
今
改
。

こ
こ
は
法
本
が
夫
人
を
先
に
帰
ら
せ
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
次
に
鶯
鶯
と
張
生
が
や
っ
と
二
人
だ
け
の
思
い
を
述

べ
て
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
従
来
の
諸
本
は
ど
れ
も
こ
の
ま
ま
「
朝
天
子
」
の
曲
ま
で
進
ん
で
、
そ
の

あ
と
で
や
っ
と
夫
人
と
法
本
が
帰
ろ
う
と
言
う
。
夫
人
と
和
尚
の
目
の
前
で
二
人
の
「
昨
夜
の
思
い
」
や
「
顔
を
寄
せ
手
を
つ
な
ぎ
」

と
い
っ
た
歌
詞
を
う
た
い
、
母
が
い
る
た
め
に
張
生
に
親
し
く
食
事
の
世
話
を
す
る
楽
し
み
が
奪
わ
れ
て
い
る
な
ど
と
明
言
す
る
の

は
、
ど
う
見
て
も
正
し
い
あ
り
方
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
改
め
る
の
だ
。

　
「
朝
天
子
」
の
曲
と
い
う
の
は
、
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
十
一
曲
め
に
当
た
り
、
五
曲
（
あ
る
い
は
六
曲
）
が
「
失
体
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
確
か
に
、「
上
小
楼
」「
幺
」「
満
庭
芳
」「
幺
」「
快
活
三
」「
朝
天
子
」
と
い
う
一
連
の
曲
で
は
、
恋
が
実
っ
た
か
と
思
っ
た
矢
先

の
別
れ
の
つ
ら
さ
、
状
元
及
第
よ
り
も
一
緒
に
い
ら
れ
る
ほ
う
が
幸
せ
、
食
事
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
別
れ
が
や
っ
て
く
る
、
悲

し
み
の
あ
ま
り
酒
食
も
味
気
な
い
、
二
人
で
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
、
な
ど
と
い
っ
た
内
容
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
張
生
が
う
た
う
曲
も
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あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
も
現
実
の
場
面
で
あ
れ
ば
夫
人
や
法
本
の
前
で
口
に
す
る
の
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
。

三　

結
論

　

以
上
の
と
お
り
、
槃

碩
人
本
の
改
変
は
、
南
西
廂
と
同
じ
方
向
で
礼
に
か
な
っ
た
演
出
を
目
指
し
て
い
る
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
礼
へ
の
配
慮
は
む
し
ろ
南
西
廂
よ
り
も
徹
底
し
て
お
り
、
過
剰
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
こ

れ
は
演
劇
な
の
で
あ
っ
て
現
実
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
伏
滌
修
も
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
。

戯
曲
表
演
是
虚
擬
的
而
不
是
逼
真
模
仿
的
。
演
唱
者
所
唱
有
時
是
実
唱
、
是
与
他
人
進
行
交
流
的
手
段
、
有
時
則
是
虚
唱
、
雖
有
他

人
在
場
也
尽
可
以
把
他
人
当
作
不
在
場
或
没
聴
到
。
演
唱
者
在
抒
情
、
甚
至
是
在
抒
発
内
心
所
想
時
、
即
使
你
不
希
望
有
任
何
別
人

聴
到
你
也
可
以
当
着
衆
人
的
面
演
唱
、
作
家
案
排
他
人
聴
到
他
人
就
能
聴
到
、
不
安
排
他
人
聴
到
那
麽
即
使
他
人
在
台
上
、
在
演
唱

者
対
面
他
也
聴
不
到
。
而
槃

碩
人
却
缺
少
対
戯
曲
表
演
演
唱
的
起
碼
常
識
、
常
常
把
虚
唱
当
成
実
唱）

15
（

。

伏
滌
修
は
こ
の
あ
と
に
本
稿
で
も
論
じ
た
眉
批
な
ど
を
例
に
挙
げ
、「
這
些
言
論
都
是
未
諳
戯
曲
真
諦
的
行
外
之
言
」（
こ
の
よ
う
な
見
解

は
ど
れ
も
演
劇
の
本
質
が
わ
か
っ
て
い
な
い
素
人
の
発
言
で
あ
る
）
と
結
論
づ
け
る
。

　

し
か
し
、
果
た
し
て
槃

碩
人
は
演
劇
の
素
人
な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
上
演
用
の
テ
キ
ス
ト
を
作
ろ
う
な
ど
と
考
え
る
だ
ろ

う
か
。
過
剰
な
配
慮
は
、
槃

碩
人
が
演
劇
に
つ
い
て
無
知
な
素
人
だ
か
ら
で
は
な
く
、
別
の
要
因
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
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い
か
。
そ
の
要
因
と
は
、
南
戯
の
形
式
の
う
ち
、
登
場
人
物
の
誰
も
が
歌
唱
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
本
稿

の
結
び
と
し
た
い
。

　

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
雑
劇
は
各
折
に
お
い
て
一
人
独
唱
を
原
則
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
う
た
と
せ
り
ふ
と
の
あ
い
だ
に
質

的
な
ち
が
い
を
も
た
ら
し
た
。
複
数
の
人
物
が
登
場
し
て
会
話
を
す
る
場
合
に
は
、
主
と
し
て
せ
り
ふ
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
（
う
た
の

途
中
で
別
の
人
物
が
せ
り
ふ
を
は
さ
む
「
曲
白
相
生
」
は
あ
る
が
）、
う
た
は
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
感
情
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
曲
詞
は
現
実
に
は
言
葉
に
さ
れ
な
い
（
で
き
な
い
）
内
容
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、
そ
の
よ
う
な
う
た
を
他
の
人
物
の
前
で

う
た
う
こ
と
が
不
自
然
で
あ
る
と
か
無
礼
で
あ
る
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
先
の
引
用
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
そ
れ
こ
そ

が
、
演
劇
な
ら
で
は
の
表
現
と
し
て
観
客
（
読
者
）
に
歓
迎
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
特
徴
を
存
分
に
生
か
し
た
の
が
『
西
廂
記
』
で
あ
り
、
鶯
鶯
が
激
し
い
感
情
を
う
た
う
場
面
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
相
国
の
娘
が

自
ら
、
母
親
の
前
で
婚
約
破
棄
と
い
う
裏
切
り
に
対
す
る
怒
り
や
悲
し
み
を
表
し
、
恋
人
と
の
別
れ
に
あ
た
っ
て
の
寂
し
さ
や
心
配
を
言

葉
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
ジ
ャ
ン
ル
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
南
戯
に
お
い
て
は
、人
物
は
誰
で
も
歌
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。齣
数
の
制
限
も
な
い
た
め
、主
要
人
物
が
一
人
で
モ
ノ
ロ
ー

グ
の
う
た
で
綿
々
と
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
一
方
で
、
複
数
の
人
物
が
せ
り
ふ
を
や
り
と
り
す
る
よ
う
に
、
う
た
に
よ
っ
て
会

話
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
れ
は
北
劇
に
お
い
て
は
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
う
た
で
会
話
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
歌
詞

は
当
然
な
が
ら
他
の
人
物
に
聞
か
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
内
容
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
う
た
と
せ
り
ふ
の
差
異
は
縮
小
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
せ
り
ふ
が
他
の
人
物
に
聞
こ
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
あ
く
ま
で
例
外
的
に
「
背
云
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
う
た
に
も
「
背

唱
」
が
必
要
に
な
る
。
北
劇
の
、
と
り
わ
け
『
西
廂
記
』
の
特
徴
で
あ
っ
た
う
た
の
自
由
な
表
現
は
、
こ
う
し
て
礼
に
外
れ
た
も
の
と
見
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な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

16
（

。

　

こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
上
演
さ
れ
た
状
況
が
も
う
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
よ
う
。
田
仲
一
成
『
明
清
の
戯
曲
』
第
八
章
「
宗
族
演
劇

の
戯
曲
世
界
」
は
、
明
末
の
散
齣
集
『
楽
府
紅
珊
』（
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
年
）
刊
）
が
折
子
戯
を
十
六
種
に
分
類
し
て
い
る
の
に

基
づ
き
、
そ
れ
を
さ
ら
に
宗
族
内
部
を
描
い
た
演
目
（
第
一
種
〜
第
八
種
）
と
宗
族
外
部
を
描
い
た
演
目
（
第
九
種
〜
第
十
六
種
）
と
に

分
け
て
解
説
し
て
い
る）

17
（

。
宗
族
演
劇
に
お
い
て
『
西
廂
記
』
は
「
淫
戯
」
と
見
な
さ
れ
て
避
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、『
楽
府
紅
珊
』

第
六
巻
の
「
分
別
類
」
に
は
「
崔
鶯
鶯
長
亭
送
別
」、
第
八
巻
の
「
捷
報
類
」
に
「
崔
鶯
鶯
喜
聞
捷
報
」、
第
十
二
巻
の
「
邂
逅
類
」
に
「
張

君
瑞
仏
殿
奇
逢
」、
第
十
三
巻
の
「
風
情
類
」
に
「
崔
鶯
鶯
錦
字
伝
情
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
科
挙
受
験
の
た
め
に
上
京
す
る
場
面
、

合
格
を
知
ら
せ
る
場
面
と
い
っ
た
一
族
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
演
目
と
並
ん
で
、
男
女
の
出
会
い
や
手
紙
の
や
り
と
り
な
ど
の
場
面
も
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
も
論
じ
た
「
長
亭
送
別
」
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
結
婚
に
至
っ
て
い
な
い
男
女
の
別
れ
で
あ
る
と
同
時

に
、
将
来
の
結
婚
と
栄
達
へ
の
門
出
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
宗
族
の
外
部
と
内
部
と
を
合
わ
せ
も
つ
演
目
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
『
西
廂
記
』
は
宗
族
内
の
祭
祀
そ
の
他
の
行
事
、
社
交
の
た
め
の
宴
席
な
ど
で
上
演
さ
れ
、
文
人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
四
折
か

ら
成
る
と
い
う
雑
劇
の
形
式
か
ら
外
れ
た
『
西
廂
記
』
は
も
と
も
と
南
戯
に
近
い
。
そ
こ
で
、
南
西
廂
へ
の
改
編
も
行
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、

南
曲
の
模
範
と
も
さ
れ
た
「
古
典
」
と
し
て
元
曲
を
重
ん
じ
、
北
西
廂
の
表
現
の
特
徴
を
残
し
つ
つ
上
演
で
き
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ
た

の
が
槃

碩
人
本
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

槃

碩
人
本
に
は
、
一
見
、
演
劇
の
約
束
事
を
わ
き
ま
え
な
い
素
人
の
改
編
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
人
物
の
登
場
の
順

序
を
変
え
て
ま
で
礼
を
重
ん
じ
る
文
人
趣
味
に
よ
っ
て
「
原
作
」
を
損
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、「
背
唱
」
と
い
う
方
法

に
よ
っ
て
、
激
し
い
感
情
表
現
を
削
除
す
る
こ
と
な
く
保
持
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
第
十
四
折
「
杯
酒
違
盟
」
に
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お
い
て
も
、
南
西
廂
の
よ
う
に
表
現
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
年
長
者
の
登
場
を
遅
ら
せ
た
り
退
場
を
早
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
張
生

と
鶯
鶯
に
存
分
に
胸
の
思
い
を
う
た
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
『
西
廂
記
』
の
表
現
の
特
徴
を
保
持
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
必
ず
し
も
「
俗
」
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
く
「
似
俗
而
亦
雅
」（
俗
で
あ
り
つ
つ
雅
で
も
あ
る
）
を
追
求

す
る
文
人
の
態
度
の
表
れ
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
槃

碩
人
本
の
改
編
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
も
と
の
『
西
廂
記
』
の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
現
実
世

界
で
は
言
葉
に
で
き
な
い
思
い
を
、
他
の
人
物
の
存
在
を
も
の
と
も
せ
ず
に
う
た
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
戯
曲
な
ら
で
は
の
表

現
で
あ
る
。『
西
廂
記
』
は
そ
の
特
色
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
王
季
思
が
考
え
る
よ
う
に
そ
れ
が
諸
宮
調
の

な
ご
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
演
劇
と
し
て
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う）

18
（

。

﹇
付
記
﹈本
論
文
は
、日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
た「
中
国
近
世
白
話
文
学
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
生
成
の
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：

25370405

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

1　

内
田
泉
之
助
「
詞
壇
清
玩
西
廂
記

―
槃

碩
人
改
定
本
に
つ
い
て

―
」（『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』（
昭
和
四
十
三
年
度
）、
一
九
六
九
）
に
概

要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

2　

田
仲
一
成
「
十
五
・
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
変
質
に
つ
い
て
（
五
）」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
72
、
一
九
七
七
）、「
明
末
文

人
の
戯
曲
観

―
『
三
先
生
合
評
元
本
北
西
廂
』
に
お
け
る
〝
湯
若
士
〞
評
の
方
向

―
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
97
、
一
九
八
五
）、「
明
初

以
来
、
西
廂
記
の
流
伝
と
分
化

―
碧
筠
斎
本
を
起
点
と
し
て
の
一
考
察

―
」（『
伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』、
一
九
八
六
）。
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3　

槃

碩
人
本
に
対
す
る
王
季
思
の
評
価
が
端
緒
と
な
っ
て
、
そ
れ
が
過
大
評
価
で
あ
る
と
い
う
意
見
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
出
て
論
争

と
な
っ
た
。
蔣
星
煜
が
最
終
的
に
は
こ
の
本
を
ほ
ぼ
全
否
定
す
る
の
に
対
し
、
張
人
和
や
陳
旭
耀
は
あ
ま
り
に
極
端
な
評
価
で
あ
る
と
批
判
し
て
い

る
。
伏
滌
修
「
槃

碩
人
《
西
廂
定
本
》
的
価
値
与
不
足
」（『
江
淮
論
壇
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
）
は
論
争
の
経
緯
に
も
触
れ
つ
つ
、
こ
の
本
の
得

失
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

4　

傳
田
章
編
『
明
刊
元
雑
劇
西
廂
記
目
録
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
〇
）
は
徐
奮
鵬
と

推
定
し
つ
つ
も
待
考
と
し
て
留
保
を
加
え
た
が
、
現
在
で
は
お
お
む
ね
こ
の
説
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
徐
奮
鵬
（
一
五
六
〇
―
一
六
四
二
）
は
江
西

臨
川
の
人
、
字
自
溟
、
別
号
筆
峒
生
な
ど
。
別
に
『
新
刻
徐
筆
峒
先
生
批
点
西
廂
記
』
も
あ
る
が
、
槃

碩
人
本
の
よ
う
な
改
編
は
な
い
。
陳
旭
耀
は
、

書
商
が
営
利
目
的
で
そ
の
名
を
借
り
て
出
版
し
た
も
の
と
推
測
す
る
（『
現
存
明
刊
《
西
廂
記
》
綜
録
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）。

5　

譚
帆
「
論
《
西
廂
記
》
的
評
点
系
統
」
は
明
代
の
『
西
廂
記
』
の
評
点
を
、
学
術
性
・
鑑
賞
性
・
演
劇
性
の
ど
れ
に
重
点
を
置
く
か
で
三
種
に
分

類
し
、
槃

碩
人
本
は
演
劇
性
を
求
め
た
評
点
の
典
型
と
す
る
（
譚
帆
『
中
国
雅
俗
文
学
思
想
論
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
）、
三
三
五
頁
）。

6　

槃

碩
人
本
は
冒
頭
の
「
首
開
場
」
と
三
十
折
か
ら
成
る
。
内
田
泉
之
助
前
掲
論
文
（
注
1
）
に
、
凌
初
成
本
の
構
成
と
の
対
照
表
が
あ
る
。

7　

傳
田
章
「
万
暦
版
西
廂
記
の
系
統
と
そ
の
性
格
」（『
東
方
学
』
31
、
一
九
六
五
）
に
余
瀘
東
本
の
こ
の
箇
所
の
原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
余
瀘
東
本
に
は
「
沁
園
春
」
曲
が
な
い
分
、「
西
江
月
」
曲
が
長
い
。

　
　

ま
た
前
掲
（
注
2
）
の
田
仲
一
成
「
十
五
・
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
変
質
に
つ
い
て
（
五
）」
は
、
槃

碩
人
本
『
西
廂
記
』
眉

欄
の
校
語
か
ら
帰
納
し
て
諸
本
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
、「
閩
本
」
は
継
志
齋
本
系
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
一
方
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

　
　
　

 　
『
継
志
齋
本
』
系
の
Ⅱ
群
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
ま
ま
直
接
に
〈
閩
本
〉
た
る
の
資
格
を
有
す
る
の
で
は
な
く
て
、『
継
志
齋
本
』
が
そ
の
テ
キ
ス

ト
形
成
に
あ
た
っ
て
拠
り
所
と
し
た
ら
し
い
『
余
瀘
東
本
』
乃
至
は
そ
れ
に
近
い
坊
間
通
行
本
こ
そ
真
の
意
味
で
の
〈
閩
本
〉
で
あ
っ
て
、『
継

志
齋
本
』
は
そ
の
系
統
を
引
い
て
い
る
た
め
に
比
較
的
よ
く
〈
閩
本
〉
に
合
致
す
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
要
す
る
に
、
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Ⅱ
群
は
、
広
い
意
味
で
は
、〈
閩
本
〉
と
規
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
Ⅰ
群
寄
り
の
『
無
窮
会
本
』、『
三
槐
堂
本
』
か
ら
『
余
瀘
東
本
』
に

至
る
あ
た
り
に
〈
旧
閩
本
〉
の
古
層
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
Ⅲ
群
寄
り
の
『
継
志
齋
本
』、『
游
敬
泉
本
』
あ
た
り
を
〈
新
閩
本
〉
と
し
て
区

別
し
て
お
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
三
三
八
頁
）。

8　

未
亡
人
は
「
鄭
氏
」
で
あ
り
「
崔
氏
」
と
あ
る
の
は
矛
盾
す
る
。

9　

槃

碩
人
本
の
巻
頭
の
巣
睫
軒
主
人
に
よ
る
叙
で
も
、「
其
毎
折
多
一
人
始
終
口
唱
、
或
有
当
背
唱
者
、
而
亦
当
面
敷
陳
、
不
免
失
体
、
可
改
也
」

（
各
折
が
多
く
は
終
始
一
人
で
唱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
背
を
向
け
て
唱
う
べ
き
で
あ
る
の
に
面
と
向
か
っ
て
述
べ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
は
、

不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
改
め
て
よ
い
）
と
い
う
。

10　

第
四
折
「
禅
房
仮
寓
」
で
張
生
が
う
た
う
「
上
小
楼
」
曲
の
途
中
に
「
生
背
法
本
唱
」
と
あ
り
、
そ
の
眉
批
に
「
是
生
口
与
心
語
、
故
宜
背
唱
」（
こ

の
張
生
の
言
葉
は
心
の
な
か
で
言
う
の
で
あ
る
か
ら
背
を
向
け
て
う
た
う
の
が
よ
い
）
と
い
う
。
ま
た
、
第
十
七
折
「
妝
台
窺
簡
」
で
紅
娘
が
う
た

う
「
普
天
楽
」
曲
の
眉
批
に
「
此
段
亦
只
可
作
紅
背
唱
、
且
窺
且
唱
也
」（
こ
の
曲
も
紅
娘
が
背
を
向
け
て
う
た
う
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
様

子
を
窺
い
つ
つ
う
た
う
の
で
あ
る
）
と
い
う
。

11　

曲
詞
の
内
容
に
鑑
み
て
、
い
く
つ
か
の
曲
を
張
生
が
唱
う
こ
と
と
す
る
版
本
も
あ
る
。

12　

傳
田
章
「
李
日
華
南
西
廂
記
の
版
本

―
伝
奇
原
作
と
舞
台
改
編

―
」（『
外
国
語
科
研
究
紀
要
』（
東
京
大
学
教
養
学
部
）
31
―
4
、
一
九
八
三
）、

二
十
二
頁
。

13　

注
12
に
同
じ
。

14　

傳
田
論
文
の
こ
の
箇
所
は
、
神
田
喜
一
郎
蔵
の
稀
覯
本
戯
曲
を
影
印
し
た
『
中
国
戯
曲
善
本
三
種
』
所
収
の
『
元
本
出
相
西
廂
記
』（
起
鳳
館
本

の
補
刻
本
）
に
見
ら
れ
る
改
訂
が
南
西
廂
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
お
り
、
槃

碩
人
本
も
南
西
廂
の
影
響
に
よ
っ
て
北
西
廂

が
改
変
さ
れ
る
一
例
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

15　

伏
滌
修
前
掲
（
注
3
）
論
文
、
一
五
二
―
一
五
三
頁
。
本
稿
に
は
、
伏
論
文
の
こ
の
引
用
箇
所
に
つ
づ
く
挙
例
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
全



槃

碩
人
に
よ
る
西
廂
記
の
改
編
に
つ
い
て
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体
の
論
旨
は
異
な
る
。

16　

と
は
言
っ
て
も
、上
述
し
た
よ
う
に
、槃

碩
人
本
に
お
い
て
も
兄
妹
の
礼
を
強
い
ら
れ
た
場
面
で
は
、激
し
い
感
情
表
現
の
う
た
を
残
し
て
い
た
。

同
じ
場
面
は
、
二
種
の
南
西
廂
で
も
北
西
廂
の
表
現
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
で
許
容
し
て
い
る
。

　
　

一
方
で
、
李
日
華
『
南
西
廂
記
』
を
さ
ら
に
改
変
し
た
富
春
堂
本
で
は
、
普
救
寺
を
襲
う
賊
を
退
散
さ
せ
た
者
と
婚
姻
を
結
ぶ
と
い
う
提
案
を
す

る
主
体
を
鶯
鶯
で
は
な
く
、
母
親
に
変
更
し
て
い
る
。
傳
田
章
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　

 　

礼
教
の
教
え
で
は
、
結
婚
は
〝
父
母
の
命
〞
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
子
女
が
自
分
か
ら
云
々
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
王
実
甫
雑

劇
は
あ
え
て
そ
の
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
て
、
鶯
鶯
に
み
ず
か
ら
そ
の
恋
の
願
い
を
い
わ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
貴
族
の
娘
が
、
そ
れ
も
す
で
に
許
婚

者
の
あ
る
も
の
が
、
母
親
の
前
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
恋
を
う
っ
た
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
、
危
難
に
遭
遇
し
て
他
に

方
策
が
な
い
と
い
う
状
況
で
、
母
と
一
家
の
も
の
の
生
命
を
救
う
た
め
の
犠
牲
と
な
る
の
だ
と
い
う
外
見
で
そ
れ
は
表
明
さ
れ
る
。
そ
の
か
げ

で
彼
女
は
想
う
人
が
こ
の
提
案
に
応
じ
て
身
を
挺
し
て
で
て
く
れ
る
こ
と
に
賭
け
た
。
作
者
の
巧
妙
な
工
夫
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
傳
田
前

掲
（
注
12
）
論
文
、
十
八
頁
）。

　
　

富
春
堂
本
は
こ
れ
を
不
適
切
と
見
な
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
槃

碩
人
本
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
問
題
視
し
て
い
な
い
。

17　

田
仲
一
成
『
明
清
の
戯
曲
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
）。

18　

呂
文
麗
『
諸
宮
調
与
中
国
戯
曲
形
成
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
も
、
元
雑
劇
の
「
一
人
主
唱
」
形
式
を
諸
宮
調
の
「
叙
述
体
」
の
「
遺

存
」
と
見
な
し
、「
代
言
体
」
と
し
て
未
熟
な
段
階
に
あ
る
と
述
べ
る
（
一
四
二
―
一
四
五
頁
）。



i

On the Revision of Xixiangji 西廂記 
by Panke shuoren 槃 碩人

by Reiko Hirose

Xixiangji 西廂記, a masterpiece of Yuan drama, boasts more than 40 editions 

in Ming era. Panke shuoren 槃 碩人 edition is one of them, published in 1621. 

In this edition, the text is revised by Panke shuoren in order to fit the drama to 

the actual performance of the time. In the upper column of each page, there are 

editor’s notes which explain the reasons why he changed the original text. A 

number of notes point out, for the reason of revision, that the arias of main roles 

are inappropriate to be sung in front of elder characters because they express 

strong emotions; they are against courtesy (li 礼). He often makes some changes 

in order to solve the problem. 

There is an implicit rule of drama, however, that even if there are other 

characters on the stage, they do not necessarily hear or make response to the 

arias. Why did Panke shuoren ignore this rule of drama?

In late Ming, as southern drama became popular among wenren文人 (men 

of culture) , Xixiangji in southern tunes appeared in two versions. Panke shuoren 

made reference to considerable numbers of editions, both in nor thern and 

southern styles to make his version. 

As a result, Panke shuoren edition was influenced largely by the style of 

southern drama, although it still belongs to the category of northern drama. In 

southern plays, all the characters can sing arias, and songs can be used for 

conversation along with spoken words. If used for conversation, songs must be 

heard by other characters. Then they cannot convey what sounds rude or against 

courtesy to other characters, especially the elders. 

The author concludes the reason for Panke shuoren’s sensitivity to li 礼 as 

follows: his revision was largely influenced by the style of southern drama; he 

had to consider the taste of audience which was mainly wenren.




